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株式会社名古屋証券取引所 

(名古屋市中区栄３丁目８番20号) 
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第一部 【企業情報】 

  

第１ 【企業の概況】 

  

１ 【主要な経営指標等の推移】 
  

(注)  売上高には、消費税等を含んでおりません。 

  

  
  
２ 【事業の内容】 

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業の内容に重要な変更はありません。 

また、主要な関係会社の異動もありません。 

  

回次 
第136期 

第１四半期 
連結累計期間 

第137期 
第１四半期 
連結累計期間 

第136期 

会計期間 
自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日

自  平成26年４月１日 
至  平成26年６月30日 

自  平成25年４月１日
至  平成26年３月31日

売上高 (百万円) 486,738 521,167 2,007,856 

経常利益 (百万円) 38,746 54,542 138,133 

四半期(当期)純利益 (百万円) 27,955 40,146 91,705 

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 237,832 77,914 321,206 

純資産額 (百万円) 1,755,177 1,888,883 1,829,326 

総資産額 (百万円) 3,641,409 3,863,830 3,799,010 

１株当たり四半期(当期) 
純利益金額 

(円) 89.38 127.89 292.76 

潜在株式調整後１株当たり 
四半期(当期)純利益金額 

(円) 89.27 127.81 292.57 

自己資本比率 (％) 46.76 47.33 46.58 
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第２ 【事業の状況】 

  

１ 【事業等のリスク】 

当第１四半期連結累計期間において、事業等のリスクに重要な変更はありません。 

  

２ 【経営上の重要な契約等】 

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。 

  

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】 

(1) 業績の状況 

 当第１四半期連結累計期間の売上高は、前年同期を344億円(7％)上回る5,211億円となりました。利益につき

ましては、営業利益は前年同期を18億円(8％)上回る256億円、経常利益は前年同期を158億円(41％)上回る545億

円、四半期純利益は前年同期を122億円(44％)上回る401億円となりました。 

  

セグメントの業績は次のとおりであります。 

① 自動車 

自動車におきましては、売上高は前年同期を45億円(2％)上回る2,578億円となりました。営業利益は前年同期

を13億円(12％)下回る87億円となりました。  

このうち車両につきましては、ヴィッツ、ＲＡＶ４ともに増加したことにより、売上高は前年同期を34億円

(3％)上回る1,208億円となりました。 

エンジンにつきましては、主にＫＤ型ディーゼルエンジンやＡＲ型ガソリンエンジンが減少したことにより、売

上高は前年同期を112億円(20％)下回る455億円となりました。 

カーエアコン用コンプレッサーにつきましては、北米、中国などで増加したことにより、売上高は前年同期を93

億円(14％)上回る750億円となりました。 

電子機器・鋳造品ほかにつきましては、電子機器、鋳造品ともに増加したことにより、売上高は前年同期を31億

円(23％)上回る164億円となりました。 

② 産業車両 

産業車両におきましては、主力のフォークリフトトラックが国内、北米および欧州などで増加したことによ

り、売上高は前年同期を262億円(14％)上回る2,158億円となりました。営業利益は前年同期を23億円(20％)上回

る136億円となりました。 

③ 物流 

物流におきましては、物流受託事業が減少したことにより、売上高は前年同期を2億円(1％)下回る237億円と

なりました。営業利益は前年同期を3億円(22％)上回る13億円となりました。 

④ 繊維機械 

繊維機械におきましては、紡機、織機が増加したことにより、売上高は前年同期を38億円(28％)上回る174億

円となりました。営業利益は前年同期を6億円(111％)上回る11億円となりました。 

⑤ その他 

その他におきましては、売上高は前年同期を3億円(4％)上回る63億円となりました。営業利益は前年同期並み

の6億円となりました。 
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(2) 財政状態に関する分析 

 総資産につきましては、主に投資有価証券の時価評価額が増加したことにより、前連結会計年度末に比べ648

億円増加し、3兆8,638億円となりました。負債につきましては、主に繰延税金負債が増加したことにより、前連

結会計年度末に比べ53億円増加し、1兆9,749億円となりました。純資産につきましては、前連結会計年度末に比

べ595億円増加し、1兆8,888億円となりました。 

  

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題 

 当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。 

  

(4) 研究開発活動 

 当第１四半期連結累計期間における研究開発費は、114億円であります。 

  

(注) １ 売上高には、消費税等を含んでおりません。 

２ セグメントの業績に記載の売上高は、外部顧客に対する売上高を表示しております。  
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第３ 【提出会社の状況】 

  

１ 【株式等の状況】 

(1) 【株式の総数等】 

① 【株式の総数】 

  

  

② 【発行済株式】 

  

(注)  提出日現在の発行数には、平成26年８月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により 

 発行された株式数は含まれておりません。 

  

(2) 【新株予約権等の状況】 

該当事項はありません。 

  

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】 

該当事項はありません。 

  

(4) 【ライツプランの内容】 

該当事項はありません。 

  

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】 

  

  

種類 発行可能株式総数(株) 

普通株式 1,100,000,000 

計 1,100,000,000 
 

種類 
第１四半期会計期間末 

現在発行数(株) 
(平成26年６月30日) 

提出日現在 
発行数(株) 

(平成26年８月８日)

上場金融商品取引所名 
又は登録認可金融 
商品取引業協会名 

内容 

普通株式 325,840,640 325,840,640 
東京、名古屋 
各証券取引所 
（市場第一部） 

単元株式数 100株 

計 325,840,640 325,840,640 ― ― 
 

年月日 
発行済株式 
総数増減数 
(千株) 

発行済株式 
総数残高 
(千株) 

資本金増減額
(百万円) 

資本金残高 
(百万円) 

資本準備金 
増減額 
(百万円) 

資本準備金 
残高 

(百万円) 

平成26年４月１日～ 
平成26年６月30日 

― 325,840 ― 80,462 ― 101,766 
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(6) 【大株主の状況】 

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。 

  

(7) 【議決権の状況】 

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成26年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

  

① 【発行済株式】 

(注)  「単元未満株式」欄には、当社所有の自己保有株式が64株含まれております。 

  

② 【自己株式等】 

(注)  株主名簿上は当社名義となっておりますが、実質的に所有していない株式が1,000株あります。 

なお、当該株式数は、「①発行済株式」の「完全議決権株式（その他）」の中に含まれております。 

  

２ 【役員の状況】 

該当事項はありません。 

  

 

      平成26年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容 

無議決権株式 ― ― ― 

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ― 

議決権制限株式(その他) ― ― ― 

完全議決権株式(自己株式等) 
(自己保有株式) 
普通株式 

12,109,800 
― ― 

完全議決権株式(その他) 
普通株式 

313,534,000 
3,135,340 ― 

単元未満株式 
普通株式 

196,840 
― ― 

発行済株式総数 325,840,640 ― ― 

総株主の議決権 ― 3,135,330 ― 
 

    平成26年６月30日現在

所有者の氏名 
又は名称 

所有者の住所 
自己名義 
所有株式数 

(株) 

他人名義 
所有株式数 

(株) 

所有株式数 
の合計 
(株) 

発行済株式総数 
に対する所有 

株式数の割合(％)

(自己保有株式) 
株式会社豊田自動織機 

愛知県刈谷市豊田町 
２丁目１番地 

12,109,800 ― 12,109,800 3.72 

計 ― 12,109,800 ― 12,109,800 3.72 
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第４ 【経理の状況】 

  

１．四半期連結財務諸表の作成方法について 

四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第64

号)に基づいて作成しております。 

  

２．監査証明について 

金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成26年４月１日から平成26年６月

30日まで)および第１四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表に

ついて、あらた監査法人による四半期レビューを受けております。 
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１ 【四半期連結財務諸表】 

(1) 【四半期連結貸借対照表】 

  

                      (単位：百万円) 

                    
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成26年６月30日) 

資産の部     

  流動資産     

    現金及び預金 226,383 239,825 

    集配金業務用の現金及び預金 50,765 52,792 

    受取手形及び売掛金 246,676 241,926 

    リース投資資産 50,122 49,899 

    有価証券 46,012 34,515 

    商品及び製品 77,989 83,628 

    仕掛品 38,782 37,970 

    原材料及び貯蔵品 53,470 50,806 

    繰延税金資産 25,961 27,468 

    その他 59,727 53,362 

    貸倒引当金 △3,832 △3,866 

    流動資産合計 872,058 868,329 

  固定資産     

    有形固定資産     

      建物及び構築物（純額） 156,995 156,561 

      機械装置及び運搬具（純額） 273,294 271,738 

      工具、器具及び備品（純額） 35,298 35,121 

      土地 119,107 119,209 

      建設仮勘定 41,418 46,300 

      有形固定資産合計 626,114 628,932 

    無形固定資産     

      のれん 100,814 97,477 

      その他 90,068 87,580 

      無形固定資産合計 190,882 185,058 

    投資その他の資産     

      投資有価証券 1,926,353 1,996,893 

      繰延税金資産 15,285 15,657 

      リース投資資産 118,849 120,177 

      その他 49,793 49,104 

      貸倒引当金 △328 △323 

      投資その他の資産合計 2,109,954 2,181,510 

    固定資産合計 2,926,951 2,995,500 

  資産合計 3,799,010 3,863,830 
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                      (単位：百万円) 

                    
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成26年６月30日) 

負債の部     

  流動負債     

    支払手形及び買掛金 196,904 191,905 

    短期借入金 120,058 120,212 

    コマーシャル・ペーパー 20,524 11,260 

    1年内償還予定の社債 29,139 28,080 

    リース債務 47,644 47,655 

    未払金 29,138 30,513 

    未払法人税等 25,962 13,214 

    繰延税金負債 1,458 1,553 

    役員賞与引当金 619 169 

    その他 191,903 199,146 

    流動負債合計 663,353 643,711 

  固定負債     

    社債 212,128 205,997 

    長期借入金 323,400 332,888 

    リース債務 122,151 119,599 

    繰延税金負債 567,859 589,031 

    退職給付に係る負債 ※1  63,854 ※1  66,795 

    その他 16,936 16,921 

    固定負債合計 1,306,330 1,331,234 

  負債合計 1,969,684 1,974,946 

純資産の部     

  株主資本     

    資本金 80,462 80,462 

    資本剰余金 105,654 105,684 

    利益剰余金 563,957 584,748 

    自己株式 △43,012 △42,351 

    株主資本合計 707,062 728,544 

  その他の包括利益累計額     

    その他有価証券評価差額金 1,022,525 1,068,411 

    繰延ヘッジ損益 △139 △115 

    為替換算調整勘定 44,649 35,660 

    退職給付に係る調整累計額 △4,629 △3,881 

    その他の包括利益累計額合計 1,062,404 1,100,074 

  新株予約権 330 245 

  少数株主持分 59,528 60,018 

  純資産合計 1,829,326 1,888,883 

負債純資産合計 3,799,010 3,863,830 
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】 

【四半期連結損益計算書】 

【第１四半期連結累計期間】 

                      (単位：百万円) 

                    前第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年６月30日) 

売上高 486,738 521,167 

売上原価 402,849 426,947 

売上総利益 83,889 94,219 

販売費及び一般管理費 60,076 68,604 

営業利益 23,813 25,615 

営業外収益     

  受取利息 2,640 2,979 

  受取配当金 18,223 29,369 

  その他 2,206 2,216 

  営業外収益合計 23,070 34,566 

営業外費用     

  支払利息 3,841 3,773 

  その他 4,296 1,865 

  営業外費用合計 8,137 5,639 

経常利益 38,746 54,542 

税金等調整前四半期純利益 38,746 54,542 

法人税、住民税及び事業税 13,000 16,559 

法人税等調整額 △2,259 △3,002 

法人税等合計 10,740 13,556 

少数株主損益調整前四半期純利益 28,005 40,985 

少数株主利益 50 838 

四半期純利益 27,955 40,146 
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【四半期連結包括利益計算書】 

【第１四半期連結累計期間】 

                      (単位：百万円) 

                    前第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 28,005 40,985 

その他の包括利益     

  その他有価証券評価差額金 201,927 46,009 

  繰延ヘッジ損益 32 24 

  為替換算調整勘定 7,730 △9,816 

  退職給付に係る調整額 － 770 

  持分法適用会社に対する持分相当額 135 △59 

  その他の包括利益合計 209,826 36,928 

四半期包括利益 237,832 77,914 

（内訳）     

  親会社株主に係る四半期包括利益 236,592 77,817 

  少数株主に係る四半期包括利益 1,240 97 
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【注記事項】 

(会計方針の変更等) 

  
(四半期連結貸借対照表関係) 

※１  退職給付に係る負債に含まれる役員（執行役員を含む）の退任慰労引当金の額は、次のとおりであります。 

  

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係) 

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)およびのれんの償却額は、次

のとおりであります。 

  

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年６月30日) 

 (会計方針の変更) 

 「退職給付に関する会計基準」(企業会計基準第26号 平成24年５月17日)および「退職給付に関する会計基準の

適用指針」(企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日)を、当該会計基準第35項本文および当該適用指針第

67項本文に掲げられた定めについて当第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務および勤務費用の計算方

法を見直し、退職給付見込額の期間帰属方法を給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の算定方法を変更して

おります。 

 退職給付会計基準等の適用については、当該会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第１四半期連

結会計期間の期首において、退職給付債務および勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減して

おります。 

 この結果、当第１四半期連結会計期間の期首の「投資その他の資産」の「その他」が4,026百万円減少し、「退職

給付に係る負債」が1,180百万円増加し、「利益剰余金」が3,668百万円減少しております。 
 

  
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成26年６月30日) 

役員退任慰労引当金 1,787百万円 1,373百万円 
 

  
前第１四半期連結累計期間 
(自  平成25年４月１日 
至  平成25年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自  平成26年４月１日 
至  平成26年６月30日) 

減価償却費 23,584百万円 26,405百万円 

のれんの償却額 2,285百万円 2,706百万円 
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(株主資本等関係) 

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日) 

１．配当金支払額 

  

  

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の 

末日後となるもの 

該当事項はありません。 

  

３．株主資本の金額の著しい変動 

当第１四半期連結累計期間において、9,366百万円の剰余金の配当を行っております。 

  

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自  平成26年４月１日  至  平成26年６月30日) 

１．配当金支払額 

  

  

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の 

末日後となるもの 

該当事項はありません。 

  

３．株主資本の金額の著しい変動 

当第１四半期連結累計期間において、15,686百万円の剰余金の配当を行っております。 

  

 

決議 株式の種類 
配当金の総額
(百万円) 

１株当たり 
配当額(円) 

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成25年６月13日 
定時株主総会 

普通株式 9,366 30 平成25年３月31日 平成25年６月14日 利益剰余金 
 

決議 株式の種類 
配当金の総額
(百万円) 

１株当たり 
配当額(円) 

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成26年６月13日 
定時株主総会 

普通株式 15,686 50 平成26年３月31日 平成26年６月16日 利益剰余金 
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(セグメント情報等) 

【セグメント情報】 

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

  前第１四半期連結累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日) 

(単位：百万円) 

(注)  １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであります。 

２ セグメント利益の調整額77百万円は、セグメント間取引消去であります。 

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

  当第１四半期連結累計期間(自  平成26年４月１日  至  平成26年６月30日) 

(単位：百万円) 

(注)  １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであります。 

２ セグメント利益の調整額39百万円は、セグメント間取引消去であります。 

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

２  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

  前第１四半期連結累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日) 

（のれんの金額の重要な変動）  

「産業車両」におきましては、子会社でありますカスケード株式会社の株式の取得が前連結会計年度末直前に行

われたことに伴い、暫定的に算定されたのれん45,183百万円を計上しておりましたが、取得原価の配分が完了した

ことにより、17,813百万円減少しております。 

  

  当第１四半期連結累計期間(自  平成26年４月１日  至  平成26年６月30日) 

 該当事項はありません。  

  

                四半期 
連結損益
計算書 
計上額 
（注）３

  自動車 産業車両 物流 繊維機械 その他 合計 調整額 

          （注）１   （注）２ 

売上高                 

外部顧客への売上高 253,375 189,694 23,996 13,639 6,032 486,738 ― 486,738 

セグメント間の内部 
売上高又は振替高 

5,788 193 2,591 38 3,175 11,788 △11,788 ― 

計 259,164 189,887 26,588 13,678 9,208 498,527 △11,788 486,738 

セグメント利益 10,032 11,385 1,098 538 680 23,735 77 23,813 
 

                四半期 
連結損益
計算書 
計上額 
（注）３

  自動車 産業車両 物流 繊維機械 その他 合計 調整額 

          （注）１   （注）２ 

売上高                 

外部顧客への売上高 257,846 215,861 23,712 17,444 6,302 521,167 ― 521,167 

セグメント間の内部 
売上高又は振替高 

7,186 196 3,155 56 3,415 14,010 △14,010 ― 

計 265,033 216,058 26,868 17,500 9,717 535,178 △14,010 521,167 

セグメント利益 8,796 13,643 1,341 1,133 661 25,575 39 25,615 
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(１株当たり情報) 

１株当たり四半期純利益金額および算定上の基礎ならびに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額および 

算定上の基礎は、次のとおりであります。 

  

  

(重要な後発事象) 

該当事項はありません。 

  

２ 【その他】 

該当事項はありません。 

  

 

  
前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日 
至 平成25年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間
(自  平成26年４月１日 
至  平成26年６月30日) 

(1) １株当たり四半期純利益金額 89円38銭 127円89銭 

 (算定上の基礎)     

     四半期純利益金額 (百万円) 27,955 40,146 

     普通株主に帰属しない金額 (百万円) ─ ─ 

     普通株式に係る四半期純利益金額 (百万円) 27,955 40,146 

     普通株式の期中平均株式数 (千株) 312,767 313,917 

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 89円27銭 127円81銭 

 (算定上の基礎)     

     四半期純利益調整額 (百万円) ─ ─ 

     普通株式増加数 (千株) 381 183 

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要 

─ ─ 
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】 

  

該当事項はありません。 
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独立監査人の四半期レビュー報告書 
  

平成26年８月８日

株式会社豊田自動織機 

取 締 役 会 御 中 

  

  

  

  

  

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社豊田自

動織機の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成26年４月１日か

ら平成26年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年６月30日まで）に係る四半期

連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記につい

て四半期レビューを行った。 

  

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任 

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。 

  

監査人の責任 

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。 

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。 

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。 

  

監査人の結論 

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社豊田自動織機及び連結子会社の平成26年６月30日現在の

財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。 

  

利害関係 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

以  上 

  

あ ら た 監 査 法 人 
 

指 定 社 員 
業務執行社員 

公認会計士    戸    田         栄     
 

指 定 社 員 
業務執行社員 

公認会計士    市    原    順    二     
 

  

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期 

 報告書提出会社）が別途保管しております。 

 ２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。 
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